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区域区分の概要

都市計画区域

市街化区域

市街化調整区域 農地などの保全を優先し，市街化を抑制

道路・公園・下水道等の公共施設の整備を優先的に進め，
計画的に良好な市街地の形成を図る



区域マスタープランで示す，平成32年（令和２年）の目
標年次における市街化区域の規模を上限とする。

①既に市街地を形成している区域，若しくは市街化が

進行し市街地の形成が確実と見込まれる区域

②概ね１０年以内に優先的，かつ計画的に市街化を

図るべき区域

③軽易な変更で，都市計画上必要な区域

区域区分の変更に当たっての基本的な考え方

【市街化区域への編入】

【市街化区域の規模】
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【特定保留区域】

区域区分の変更に当たっての基本的な考え方

市街化区域とすることが妥当とされる区域のうち，

地区計画等による計画的市街地整備の見込みが

確実でない区域。

市街化調整区域のまま市街化区域への編入を保留。

市街化区域への編入要件が整った時点で市街化区域に編入
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東広島都市計画区域の整備，開発及び保全の方針

（東広島都市計画区域マスタープラン）

都市づくりの基本目標

「先端技術を創出する自然と調和した拠点都市」
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東広島市の都市計画に関する基本的な方針

（東広島市都市計画マスタープラン）

都市づくりの基本方針

１ 自然環境と調和した都市づくり

２ 地域特性に応じた拠点及び市街地づくり

３ 人と地域の交流を育むネットワークづくり

４ 快適で利便性の高い都市づくり

５ 安全・安心で開かれた都市づくり

5



東広島都市計画区域の変遷

旧豊栄町

旧福富町

旧河内町

旧安芸津町

旧東広島市

旧黒瀬町

東広島都市計画区域
（旧東広島市）

黒瀬都市計画区域
（旧黒瀬町）

（現行）
東広島都市計画区域
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合
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年

東広島都市計画区域区分の変遷

昭
和
51
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年
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12
年

平
成
17
年

平成20年の変更から約９年経過
・幹線道路の整備や開発が進展
・人口増加への対応

区域区分の変更

東広島都市計画区域
（旧東広島市）

黒瀬都市計画区域
（旧黒瀬町）

平
成
29
年

（現行）
東広島都市計画区域
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１ 杵原第２地区

５ 西高屋駅前地区

１９ 田口大幡地区

８ 西条駅北地区

１５ 西条第二地区

４ 寺家地区産業団地地区

１８ 八本松南三丁目地区

特１ 吉川工業団地北地区

１７ 丸山地区

３ 菅田天神原地区

２ 御薗宇滝原地区

７ 西条・吉行地区

区域区分の変更箇所図（Ｈ２９総合見直し）

JR山陽本線 西高屋駅
◎

◎

白市駅◎
寺家駅

◎

西条駅

◎
八本松駅

山陽自動車道

◎
西条IC

◎志和IC

◎

黒瀬IC

◎
馬木IC

◎上三永IC

◎

高屋JCT

１３ 杵原地区

９ 土与丸四丁目地区

特２ 助実第２地区

１０ 助実地区

１１ 御薗宇地区

１６ 米満地区

１２ 八本松飯田八丁目地区

６ 飯田地区

東広島・呉自動車道

8国道３７５号

◎下三永福本IC

開発の熟度が高まったため
市街化区域へ編入

開発の見通しが立つまで引き続き
特定保留区域として位置付け

１４ 寺家北地区

第４回区域区分定期見直し （H29.10.16）
市街化区域編入 １９地区 約 221.5ha
特定保留区域 ２地区 約 33.8ha



市街化区域へ編入する区域

JR山陽本線
西高屋駅

◎
◎
白市駅◎

寺家駅

◎

◎

八本松駅

西条駅

◎黒瀬IC

◎

馬木IC

◎上三永IC

◎

高屋JCT

助実第２地区

東広島・
呉自動車道
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◎

西条IC

◎

山陽自動車道

志和IC

国道
３７５号

国道
３７５号

下三永福本IC◎



市街化調整区域

市街化区域編入

市街化調整区域

現行 市街化区域

区域区分線

市街化区域編入
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市街化区域へ編入する区域
助実第２地区（約20.8ha）



助実第２地区（約20.8ha）

市街化区域へ編入する区域

市街化区域編入
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国道３７５号

西条中央巡回線

平成２９年６月撮影



市街化区域の面積

１地区 約２０．８ｈａを市街化区域に編入

現在 約２,９５８ｈａ 約２,９７９ｈａ
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平成１７年

（基準年）

平成３２年

（目標年）

市街化区域

面積

概ね

2,544 ｈａ
概ね

3,103 ｈａ

東広島都市計画区域の将来規模



近隣商業地域

建築可能な主なもの
・住宅、共同住宅
・店舗等、事務所等、ホテル
・遊戯施設、大規模集客施設
・公共施設、病院、学校等
・倉庫、危険性が少ない工場等

建築不可な主なもの
・危険性が高い工場等
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用途地域の変更計画図

助実第２地区



Ｎ

商業ゾーン

居住ゾーン

凡 例

地区計画区域界

地 区 区 分 界

区 画 道 路

緑 地

○地区内を商業ゾーン
と居住ゾーンに区分

○ 地区施設として、
区画道路：4路線 延長約1,220ｍ
緑 地：4箇所 面積約3,600㎡

を設ける。
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地区計画の計画図

助実第２地区



商業施設

商業施設

商業
施設

商業施設

商業施設

商業
施設

消防署

緑地

緑地

緑地

緑地

国道３７５号

西条中央巡回線

凡 例

区 域 界

開 発 区 域

緑 地

宅 地

道 路

調 整 池
（ 地下式 ） 15

地区計画の計画図 土地利用計画図



○縦覧期間

令和元年６月３日から令和元年６月１７日

○意見書：提出なし

16




